
ハイブリッドセル

NETIS：HK-090008-VE

用途と利点

1：急勾配の工事用道路

既存工法：コンクリート舗装

工事始点からの”方押し施工”で、且つ養生が必要で、施工速度が極端に遅い。

⇒ ハイロード：ハイロードの展開と砕石の充填のみの作業で、施工速度＝500m2/日（実績）と早い。

ハイブリッドセルの”土砂拘束力”を生かして急勾配15％以上でも路盤砕石の後方移動を防止して

車両の移動を容易にする。

2：軟弱地盤上の進入路

既存工法：敷き鉄板

長期管の場合は、損料が大きくなる。鉄板の修理費が嵩む。

⇒ 初期コストが若干割高だが、損料と修理費は不要なので、総費用は割安となる。

既存工法：ジオテキスタイル（テンションマット）

両側に押され盛土部が必要で、用地幅が大きくなる。

⇒ 必要とされる道路幅で十分である。

⇒ 工事用車両の通行確保には、トラフィカビリチィーが重要で進入路の剛性は考えなくてよい。

ハイロードは柔軟性が高く「撓み性」が高いので、トラフィカビリチィーの確保ができる。

3：使用後の撤去の必要性

既存工法：コンクリート舗装、敷き鉄板

使用後は、自然法後やコストの面で撤去が必要となる。

⇒ ハイロードは高性能砕石舗装なので放置しても自然と一体化する。

ハイロードは撤去しなくてもコストが発生しない。

ハイロドードの用途
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